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評価結果の総合所見 

本課題は、超音波信号・画像を解析して大腸の便性状を検出して、介護等での排便ケアを支援する

システムの開発を目指すものである。 

目標を全て達成し、実用化に向けて企業との連携を固めていることから、次の研究開発フェーズ移

行に十分な成果が得られていると評価でき、イノベーション創出が大いに期待できる。 

多くの高齢者から硬便状態を含む大腸エコー画像の取得とともに、AI により大腸部位、便性状を目

標以上の高い精度での自動検出に成功したことは高く評価できる。携帯型でリアルタイムに処理でき

る点、エコーの非熟練者でも正確な判定ができる点など、社会実装の姿が見えた点も製品化に向けて

評価できる。今後、さらなる改善を行い高齢者の介護支援としての展開を期待する。 
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